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捉されたラジカル種の ESR による測定感度が飛躍的に向上することを見出した。今回， この手法を固体水素中のイ




この固体パラ水素中のHィアニオンの減衰速度は， 3 K以下では温度の上昇に正比例的に早くなる一方， 3 -5 K 
では逆に遅くなり， 5 K以上では指数関数的に早くなる。またパラ水素試料中における同位体不純物HD分子の濃度
を増やすと Hz- アニオンの減衰速度は早くなり，オルソ水素の不純物濃度を増やすと逆に遅くなる O このような温度






を持たないパラ水素のみで形成されている。そこに放射線を照射して， H 2 - ァニオンを生成することに成功したo
H 2 ーアニオンの存在は，その核スピンによる ESR のスペクトルから同定された。この成功の一因は， オルソ水素を
ノマラ水素に変換してパラ水素のみで・試料を生成して， ESR の測定感度と分解能を飛躍的に向上させたことによる O
次に本研究は広義の低温での化学反応を発展させた。すなわち，固体パラ水素中のH2- アニオンの減衰速度につい
て詳細に研究を行い，量子拡散の特徴も実験的に見出した。
本研究は固体水素の物性を反映した大変興味深い現象であり，本論文は博士(理学)の学位論文として充分価値あ
るものと認められる。
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